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こ
の
内
、
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

は
平
安
時
代
後
期
の
作
で
、
緊

張
を
解
い
た
姿
や
な
だ
ら
か
で
美
し
い
衣
の
特
徴
か
ら
都
で

造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
荘
園
領
主
で
あ
っ

た
京
都
の
寂
じ
ゃ
く

楽ら
く

寺じ

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

は
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
同
様
の
特
徴
を
も

つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
脇
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

仏
像
本
体
の
み
な
ら
ず
台
座
も
平
安
時
代
の
も
の
が
残
さ
れ

て
い
る
な
ど
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ご
見
学

く
だ
さ
い
。

有
田
川
町
二
川
の
安
楽
寺
に
伝
わ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
多

宝
小
塔
と
、
そ
れ
を
保
管
す
る
収
蔵
庫
の
修
理
改
修
事
業
が
完
了

し
、
去
る
４
月
15
日（
日
）に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
宝

小
塔
は
、
平
成
27
年
か
ら
約
2
年
間
の
修
理
を
終
え
、
収
蔵
庫
は

平
成
29
年
に
改
修
を
終
え
た
後
、
内
部
の
環
境
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
約
１
年
間
の
乾
燥
期
間
を
経
て
、
多
宝
小
塔
が
安
置
し
直
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
一
連
の
修
理
改
修
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
を

受
け
、
安
楽
寺
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
多
宝
小
塔

を
は
じ
め
と
し
た
文
化
財
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

安
楽
寺
多
宝
小
塔
は
、
高
さ
２
ｍ
９
㎝
の
小
さ
な
塔
で
す
。
多

宝
塔
と
は
、
写
真
の
よ
う
な
二
階
建
て
の
塔
で
、
通
常
は
屋
外
に

建
ち
、
高
さ
も
10
ｍ
以
上
あ
り
ま
す
が
、
安
楽
寺
多
宝
小
塔
は
こ

れ
を
忠
実
に
縮
小
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
を
支
え
る
複
雑

に
組
み
合
わ
さ
れ
た
部
品
や
、
屋
根
は
軒
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に

反
る
な
ど
優
美
な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
安
楽
寺
多
宝
小
塔
が
造
ら

れ
た
の
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
６
５
０
年
前
の
南
北
朝
時
代
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
多
宝
小
塔
と
し
て
は
日
本
で
唯
一
、
単
独
の
建
造
物

と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
大
変
貴
重
な

文
化
遺
産
で
す
。

こ
の
他
、
収
蔵
庫
に
は
多
く
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
72

重
要
文
化
財

　

安あ
ん

楽ら
く

寺じ

多た

宝ほ
う

小し
ょ
う

塔と
う
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
す

安楽寺多宝小塔

●
公
開
日
時

　

7
月
15
日（
日
）・
11
月
18
日（
日
）

　

平
成
31
年
2
月
17
日（
日
）

　

い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時

●
公
開
場
所

　

安
楽
寺
多
宝
小
塔
収
蔵
庫（
有
田
川
町
二
川
４
２
３
）

重
要
文
化
財 

安
楽
寺
多
宝
小
塔
一
般
公
開
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